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監査

� 監査報告

IAASBは、監査報告の見直しに向

けた取組みを進めており、2012年６

月に監査報告書の文例を示したコメ

ント募集文書「コメント募集：監査

人の報告書の改善」（コメント期限：

2012年10月）を公表している。今回

の会議では、当コメント募集文書に

寄せられたフィードバックを含むこ

れまでの検討を踏まえ、監査報告に

関して次の国際監査基準（ISA）の

新規又は改訂案を公開草案として公

表する旨について承認された。

� ISA701（新規）「独立監査人の

監査報告書における主要な監査上

の事項のコミュニケーション」

� ISA570（改訂）「継続企業」

� ISA260（改訂）「統治責任者と

のコミュニケーション」

� ISA700（改訂）「財務諸表に対

する意見の形成と監査報告」

� ISA705（改訂）「独立監査人の

監査報告書における除外事項付意

見」

� ISA706（改訂）「独立監査人の

監査報告書における強調事項区分

とその他の事項区分」

� その他の適合修正

上記公開草案は、コメント期間を

120日間として、2013年７月後半に

公表されている。公開草案の概要に

ついては、40頁掲載の別稿「国際監

査・保証基準審議会（IAASB）にお

ける最近の取組み：監査報告書の改

訂に関する公開草案について」をご

参照いただきたい。

� ISA適用モニタリング

IAASBは、2009年３月にクラリ

ティ・プロジェクトを完了させて以

降、同プロジェクトにおいて再起草

の対象となったクラリティ版ISAと

国際品質管理基準（ISQC）１の適

用を評価するために、これらの基準

の適用状況について事実関係の把握

に向けた取組みを行っている。今回

の会議では、適用後レビューに関す

る取組み及びこれまでに識別された

主な発見事項についてまとめた報告

書を公表する旨が承認された。なお、

報告書の概要については、コラムを

ご参照いただきたい。

� ISA720「監査した財務諸表が

含まれる開示書類におけるその他

の記載内容に関連する監査人の責

任」

IAASBは、財務諸表外の情報が充

実する等、取り巻く環境が変化して

いることを踏まえ、ISA720の見直

しに向けた検討を開始している。今

回の会議では、2012年11月に公表さ
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１ 公表物の検討

２ 論点の検討

IAASB会議報告（第52回会議）

※IAASB：国際監査・保証基準審議会

国際監査・保証基準審議会（IAASB：InternationalAuditingandAssuranceStandardsBoard「アイ・ダブル・エー・

エス・ビー」）は国際的な監査及び保証基準を開発している。今回の会議（第52回1）は、2013年６月24日から28日

にかけてニューヨーク（米国）において、メンバー及びオブザーバーが出席の上、開催された。日本からは、筆者

がメンバー、日本公認会計士協会の甲斐幸子研究員が筆者のアドバイザーとして出席したほか、金融庁（企業会計

審議会）より、五十嵐則夫委員（横浜国立大学教授）がオブザーバーとして出席した。本稿において、会議の概要

について紹介したい。

国際監査・保証基準審議会メンバー 関
せき

口
ぐち

智
とも

和
かず
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れた公開草案に対して寄せられたコ

メントを踏まえ、主に、次の点につ

いて議論がなされた。

� 基準改訂にあたっての基本的な

考え方

� 改訂基準が対象とすべき文書の

範囲

� 監査報告書日後に入手した文書

の取扱い

� その他の記載内容に関する通読

義務の性質

公開草案に対するコメントの中に

は、公開草案の提案に合意しない回

答者も少なくなかったことを踏まえ、

IAASBは、本基準の改訂について慎

重に検討を進めていくことを予定し

ている。

〈注〉

１ 電話会議による会議の開催は除

く。
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コラム ISA適用後レビュー報告書について

１．ISA適用後レビューの概要

IAASBは、2009年３月にクラリティ・プロジェクトを完了させて以降、同プロジェクトにおいて再起草の対象

となったクラリティ版国際監査基準（ISA）と国際品質管理基準（ISQC）１の適用を評価するために、ISAの適

用モニタリング（ISA適用後レビュー）のプロジェクトを行ってきた1。IAASBは、ISA適用後レビューを行うに

あたって、基準適用後２年間において得られた経験を入手するため、監査人（小規模監査事務所を含む。）、監査

委員会、規制当局を含む関係者に質問票を送付した上で、回答を入手し、これを分析する等の作業を行ってきた。

IAASBは、2013年７月、適用後レビューに関する取組み及びこれまでに識別された主な発見事項についてまと

めた報告書を公表している。

２．入手した回答の概要

報告書の取りまとめにあたって、IAASBは、入手した回答のうち個別基準に関連する項目を次の規準に従って

分類している。

� 特に重要（Key）…IAASBが基準改訂を行った際に目標とした事項を達成するようにISAが整合的に理解・

適用されていない旨を示唆する証拠が存在するもの。また、ISAの改訂によって、監査品質が向上する可能性

が高いもの。

� 重要（Important）…IAASBが基準改訂を行った際に目標とした事項を達成するようにISAが整合的に理解・

適用されていない旨を示唆する証拠が部分的に存在するもの。また、ISAの改訂によって、監査品質が向上す

る可能性があるもの。

� その他（Other）…ISAの改訂によって便益が得られる旨を示唆する証拠が限定的であるもの。

上記規準に従って、「特に重要」または「重要」と識別された項目は、次のとおりである。

� 「特に重要」とされた項目

① ISA200「財務諸表監査における総括的な目的」：多くの回答者から、職業的専門家としての懐疑心が重要で

ある旨をISAにおいて強調すべきとの見解が示された。

② ISA220「監査業務における品質管理」：監査検査当局等から、ISA220及びISQC１における審査の定めが十分

でないとの懸念が示された。

③ ISA315「企業及び企業環境の理解を通じた重要な虚偽表示リスクの識別と評価」：実務において特別な検討

を必要とするリスクとして識別されている事項の性質及び数が整合的でない旨に多くの回答者が懸念を示した。

また、内部統制の理解に関する要求事項について、実務での適用が困難であるとの懸念が示された。

④ ISA600「グループ監査」：グループ監査人が構成単位の監査人の作業に関与する程度が整合的でない旨に懸

念が示された。また、構成単位の重要性の基準値の決定方法が整合的でない旨に懸念が示された。
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� 「重要」とされた項目

① ISA240「財務諸表監査における不正」：収益認識に関する不正リスクの推定についての実務が整合的でない

旨に懸念が示された。また、仕訳入力のテストに関するアプローチが整合的でない旨に懸念が示された。

② ISA315「企業及び企業環境の理解を通じた重要な虚偽表示リスクの識別と評価」：ITリスクがISAにおいて

十分に記載されていないとの懸念が示された。

③ ISA320「監査の計画及び実施における重要性」：重要性の基準値及び手続実施上の重要性について、追加的

なガイダンスが必要という懸念が示された。

④ ISA520「分析的手続」：分析的手続に依拠する上で必要な手続について、十分な説明がないとの懸念が示さ

れた。

⑤ ISA600「グループ監査」：重要な持分法適用会社へのアプローチ、監査作業のほとんどが行われる場所と異

なる場所に業務責任者が所在する場合の取扱い、ファンド・オブ・ファンズの監査の取扱いについて懸念が示

された。

⑥ ISA620「専門家の業務の利用」：監査人の利用する専門家の業務に関して、監査人の手続が整合的でないと

の懸念が示された。

３．その他

上記のほか、報告書では、小規模監査事務所や監査委員会から得られた回答についてもセクションを分けて要

約が記載されている。IAASBは、今後、上記の事項を踏まえつつ、2015年以降の戦略及び作業計画を策定してい

くことを予定している。

〈注〉

１ ISA適用後レビューの進め方については、『会計・監査ジャーナル』（2011年12月号）のコラムをご参照いた

だきたい。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Photoshop 5 Default CMYK)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


